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広報 平成5年4 月20日 α 

町の人 口 

（平成5年3月31日） 

男 3,856 (+ 17) 

4,288 (+ 15) 

8,144 (+ 32 ) 

世帯数 2,795 (+ 21) 

女
計
 

報
 

広
 

完成した方城町立医療センター 

方
城
町
立
医
療
セ
ン
タ
ー
（
診
療
所
）
 

の
開
業
に
あ
た
っ
て
 

方
城
町
長
 

岩
 

崎
 

俊
 

徳
 

か
ね
て
建
設
中
で
あ
り
ま
し
 

た
方
城
町
立
医
療
セ
ン
タ
ー
（
 

診
療
所
）
が
去
る
四
月
五
日
よ
 

り
開
業
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
 

ご
存
じ
の
と
お
り
、
旧
方
城
 

町
立
病
院
が
非
常
に
老
朽
化
し
、
 

医
学
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
と
、
 

医
療
需
要
の
増
大
に
伴
い
、
従
 

前
の
施
設
で
は
時
代
の
要
請
に
 

対
処
し
え
な
い
状
態
と
な
り
、
 

医
療
施
設
の
整
備
は
焦
眉
の
急
 

務
で
町
議
会
を
は
じ
め
町
民
の
 

皆
さ
ま
か
ら
強
く
出
て
ま
い
っ
 

た
の
で
あ
り
ま
す
。
 

幸
い
本
事
業
に
つ
き
ま
し
て
 

は
、
国
並
び
に
県
当
局
の
絶
大
 

な
る
ご
援
助
と
ご
指
導
を
賜
わ
 

り
、
こ
こ
に
無
事
開
業
の
運
び
 

と
な
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
 

要
望
に
お
こ
た
え
す
る
こ
と
が
 

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
 

り
ま
す
。
 

こ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
（
診
療
 

所
）
は
事
業
費
約
五
億
円
、
鉄
 

筋
二
階
建
延
べ
面
積
約
一
、
一
一
 

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
診
療
 

科
目
は
、
内
科
、
小
児
科
、
放
 

射
線
科
、
整
形
外
科
、
外
科
で
 

ベ
ッ
ド
数
は
一
九
床
を
予
定
し
 

て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
利
用
者
の
利
便
に
供
 

す
る
た
め
、
福
祉
バ
ス
を
運
行
 

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
願
 

い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
方
城
町
立
医
 

療
セ
ン
タ
ー
（
診
療
所
）
の
完
 

成
は
、
本
町
医
療
行
政
を
大
き
 

く
前
進
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
ま
 

す
が
、
こ
の
う
え
は
、
町
民
の
 

皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
 

地
域
医
療
の
拠
点
と
し
て
の
役
 

割
を
果
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
 

あ
り
ま
す
。
 

医
療
セ
ン
タ
ー
（
診
療
所
）
 

所
長
 

中
 
村
 

博
 

待
ち
に
待
っ
た
方
城
町
立
医
 

療
セ
ン
タ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
 

常
勤
医
師
は
今
ま
で
通
り
二
名
 

（
中
村
、
武
富
）
で
お
こ
な
い
 

週
一
回
赤
池
町
立
病
院
よ
り
詫
 

摩
先
生
が
来
ら
れ
ま
す
し
、
胃
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カ
メ
ラ
、
胃
通
な
ど
の
検
査
と
 

し
て
九
大
の
放
射
線
科
よ
り
週
 

一
回
来
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
 

お
り
ま
す
。
 

外
来
の
体
制
は
少
し
変
り
ま
 

す
が
、
ま
ず
第
一
に
カ
ル
テ
は
 

医
療
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
カ
 

ラ
ー
で
あ
る
緑
色
の
カ
ル
テ
カ
 

パ
ー
を
新
し
く
導
入
し
て
お
り
 

患
者
さ
ん
が
自
分
で
受
付
か
ら
 

外
来
ま
で
持
っ
て
行
く
こ
と
に
 

な
り
ま
す
。
診
療
カ
ー
ド
を
導
 

入
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
カ
ー
 

ド
を
受
付
に
出
し
た
順
番
が
診
 

療
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
 

に
保
管
し
て
下
さ
い
。
 

（
こ
の
 

カ
ー
ド
導
入
は
開
院
よ
り
少
し
 

あ
と
に
な
り
ま
す
）
 

リ
ハ
ビ
リ
室
に
は
、
“
マ
ッ
サ
 

ー
ジ
ベ
 
ッ
ト
＼
な
ど
の
新
し
い
 

器
械
が
い
く
つ
か
は
い
り
、
レ
 

ン
ト
ゲ
ン
室
の
器
械
も
す
べ
て
 

新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

院
内
は
今
ま
で
上
履
き
だ
っ
 

た
の
が
外
履
き
の
靴
で
そ
の
ま
 

ま
入
れ
ま
す
の
で
、
玄
関
で
十
 

分
靴
底
の
泥
汚
れ
を
取
っ
て
入
 

っ
て
下
さ
い
。
こ
の
他
に
も
変
 

っ
た
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
多
く
 

あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
医
療
セ
 

ン
タ
ー
に
来
て
見
て
い
た
だ
け
 

国
民
年
金
の
 

加
入
手
続
き
は
 

お

済

み

 

で
す
か
？
 

第1号被保険者 

20歳以上60歳未満で、 
第2号、第3 号被保険者以 
外の人。 
（農業・漁業・商業などの 
自営業の人や学生・無職の 
人。） 

第2 号被保険者 

厚生年金保険（会社員）や 
共済組合（公務員）に加入 
している人。 

第3 号被保険者 

第2 号被保険者の被扶養配 
偶者で、 20歳以L60歳 
未満の人。 

れ
ば
十
分
満
足
し
て
い
た
だ
け
 

る
も
の
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
 

な
に
ぶ
ん
に
も
開
院
当
初
は
 

外
来
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
 

で
、
そ
の
点
何
卒
御
容
赦
の
程
 

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

方
城
町
民
の
皆
様
の
御
来
院
 

を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
 

す。 
ー般会計及び特別会計 

一
般
会
計
予
算
六
十
一
億
五
千
万
円
 

▼
本
年
度
、
方
城
中
学
校
体
育
館
建
設
 

平
成
五
年
度
の
予
算
が
三
月
 

定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
、
四
月
 

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

当
初
予
算
の
規
模
は
、
 

一
般
 

会
計
で
六
十
一
億
五
千
百
九
十
 

五
万
五
千
円
で
す
。
本
年
度
は
、
 

区 分 
H5 年度 
当 初 
予算額 

H4 年度 
当 初 
予算額 

比 較 伸 率 

一 般 会 計 6,151,955 5,078,233 1 ,073,722 21.1 

特
 
別
 
会
 
計
 

住宅新築資金等貸付事業 330,955 339,620 A 8, 665 A 2.6 

専修学校等技能修得資金貸与 6,117 7,378 A 1,261 A17.1 

国民健康保険事業 580,646 565,695 14,951 2.6 

老 人 保 健 事 業 815,816 801,069 14,747 1.8 

宅 地 造 成 事 業 20,816 80,581 A 59,765 A74.2 

方城町立診療所事業 333,661 498,000 A 164,339 A33.0 

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
人
 

に
共
通
の
基
礎
年
金
を
支
給
す
 

る
こ
と
に
よ
り
、
老
後
や
障
害
 

者
に
な
っ
た
と
き
な
ど
の
保
障
 

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
 

度
で
す
。
国
内
に
住
ん
で
い
る
 

20 

歳
か
ら
 60 

歳
ま
で
の
方
は
、
 

つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
の
被
保
険
者
 

と
し
て
す
べ
て
加
入
す
る
こ
と
 

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
 

資
格
は
、
第
1
号
・
第
2
号
・
 

第
3
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
 

し
た
期
間
（
保
険
料
を
納
め
た
 

期
間
）
を
す
べ
て
合
わ
せ
て
計
 

算
し
ま
す
。
 

ま
た
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
 

済
組
合
の
年
金
は
、
基
礎
年
金
 

を
受
け
る
資
格
が
あ
れ
ば
受
け
 

ら
れ
ま
す
が
、
も
し
、
国
民
年
 

金
の
加
入
手
続
を
し
な
い
ま
ま
、
 

将
来
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
に
 

加
入
し
た
場
合
、
期
間
が
足
り
 

ず
に
、
基
礎
年
金
及
び
厚
生
年
 

金
保
険
な
ど
の
年
金
が
受
け
ら
 

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
国
民
年
金
の
 

加
入
手
続
き
を
し
、
保
険
料
を
 

き
ち
ん
と
納
め
て
い
く
こ
と
が
 

将
来
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
 

大
切
な
こ
と
で
す
0
 

公営企業会計 

区 分 
H5 年度 
当 初 
予算額 

H4 年度 
当 初 
予算額 

比 較 伸 率 

水

道

会

計

 

収益的事業 

収 入 174,073 159,168 14,905 9.4 

支 出 161,038 195,752 A34,714 A 17.7 

資本的事業 

収 入 148,697 34,500 114,197 331.0 

支 出 197,237 147,079 50,158 34.1 

o
児
童
手
当
 

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
 

と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
 

健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
 

を
図
る
た
め
、
児
童
を
養
育
す
 

申請は済まされましたか？ 、
 

六
ノ
 

又
り
 

る
人
に
手
当
を
 

支
給
す
る
制
度
 

で
す
。
 

o
支
給
対
象
 

第
1
子
以
降
 

o
支
給
期
間
 

3
歳
未
満
 

手
当
額
（
月
 

額） 
第
1
子
 

5
0
0
0
円
 

（
平
成
3
年
1
 

月
2

日
以
後
 

に
生
ま
れ
た
 

児
童
）
 

第
2
子
 

5
0
0
0
円
 

第
3
子
以
降
 

'
l
n
v
o
n
）ハU 

円
 

※
但
し
、
 

一
定
 

額
以
上
の
所
得
が
あ
る
場
合
を
 

除
く
。
 

o
児
童
扶
養
手
当
 

父
親
の
い
な
い
児
童
（
父
親
 

が
重
度
障
害
者
の
場
合
を
含
む
。
 

再
建
明
け
二
年
目
の
年
（
財
政
 

再
建
は
平
成
三
年
度
で
完
了
）
 

で
あ
り
、
平
成
四
年
度
の
予
算
 

と
比
較
す
る
と
、
 
21 

・
1

％
増
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

各
会
計
別
の
予
算
状
況
は
、
 

ー般会計内訳 歳 入 

（単位】万円） その他（7.0%) 
43. 672 

町税（6. 6%) 
40. 360 

歳 出 

（単位】万円） 

\ 

\ 

\ 

地方交付税× 
(34. 1%) 

、、 210,000 、 

繰入金（6.7%)一、～~/ 
41.107 II~ 

その他（6.0%)-
I 37. 361 
/ 総務費（6.眺） 

40. 402 

諸収入（8.0%) 
49, 269 

但
し
、
児
童
が
公
的
年
金
の
加
 

算
対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
を
 

除
く
。
）
の
母
や
、
母
に
か
わ
 

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
 

る
方
に
対
し
て
手
当
を
支
給
す
 

る
制
度
で
す
。
 

o
支
給
対
象
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
 

す
る
 18 

歳
未
満
の
児
童
を
 

監
護
し
て
い
る
母
、
又
は
 

養
育
者
。
 

m
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
 

た
児
童
 

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
 

⑧
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
 

な
い
児
童
 

四
父
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
 

さ
れ
て
い
る
児
童
 

⑤
父
が
法
令
に
よ
り
引
続
 

き
1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
 

て
い
る
児
童
 

⑥
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
 

で
懐
胎
し
た
児
童
（
認
 

知
さ
れ
た
児
童
を
除
く
。
）
 

o
手
当
額
（
月
額
）
 

別
表
の
と
お
り
で
す
。
今
後
と
 

も
、
町
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
 

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

す。 諸支出金（6.7%) 
41. 103 

公債費（7.7%) 
47. 178 

教育費 
(12.778. 18紗 農林水産業費 

(8.2%) 
50, 253 

ら
1
人
に
つ
き
、
2
0
0
 

0
円
加
算
 

※
 

但
し
、
 

一
定
額
以
上
の
 

所
得
が
あ
る
場
合
は
支
給
 

停
止
 

o
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

20 

歳
未
満
で
、
心
身
に
障
害
 

の
あ
る
児
童
の
扶
養
の
た
め
に
、
 

そ
の
父
母
、
又
は
養
育
者
に
対
 

し
て
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
 

す。 
o
支
給
対
象
 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
 

す
る
 20 

歳
未
満
の
児
童
を
 

監
護
し
て
い
る
父
母
、
又
 

は
養
育
者
 

m
国
民
年
金
法
の
1
級
及
 

び
2
級
に
相
当
す
る
方
 

②
療
育
手
帳
A

・
B

（一 

部
）
、
又
は
判
定
書
（
 

重
度
以
上
）
を
お
持
ち
 

の
方
 

o
手
当
額
（
月
額
）
 

重
度
障
害
児
（
1
級
）
1
 

人
に
つ
き
4
6
3
9
0
円
 

支
給
対
象
児
童
1
人
目
分
 

中
度
障
害
児
（
2
級
）
1
 

3
8
2
2
0
円
、
又
 

人
に
つ
き
3
0
9
3
0
円
 

は
2
5
5
9
0

円
 

支
給
対
象
児
童
2

人
の
場
 

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
 

合
、
5
0
0
0
円
加
算
 

祉
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
 

支
給
対
象
児
童
3
人
目
か
 

さ
い
。
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U
、

葺

」

心

心

心

心

・

八

U

W

A
、 

文
化
財
シ
リ
ー
ズ
岡
 

UA 
11 
、
1
 

11 
心

心

W

W
心
、
廿
、
 

キ
リ
シ
タ
ン
聖
物
 

関
ケ
原
合
戦
前
、
石
田
光
成
 

の
人
質
を
容
と
せ
ず
、
自
ら
死
 

を
求
め
た
人
で
あ
る
。
そ
の
夫
 

人
の
布
教
に
感
激
し
た
神
父
セ
 

ス
ペ
デ
ス
は
ガ
ラ
シ
ァ
夫
人
を
 

手
厚
く
葬
り
司
祭
を
行
っ
た
。
 

そ
の
こ
と
を
知
っ
た
忠
興
は
 

神
父
セ
ス
ペ
デ
ス
を
小
倉
に
招
 

き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
保
護
と
伝
 

教
を
許
可
す
る
と
共
に
、
夫
人
 

の
ミ
サ
を
盛
大
に
行
な
う
。
 

一
六
〇
三
年
に
は
司
祭
・
修
 

士
が
常
駐
、
教
会
も
造
ら
れ
、
 

信
者
も
四
百
人
以
上
と
な
る
。
 

更
に
忠
興
は
教
会
に
寄
附
を
 

行
う
と
共
に
、
司
教
マ
ド
リ
ゲ
 

ス
に
キ
リ
ス
ト
教
の
保
護
を
約
 

束
す
る
。
や
が
て
、
日
本
イ
ェ
 

ズ
ス
会
の
総
元
締
で
あ
る
オ
ル
 

ガ
ン
チ
ノ
神
父
に
よ
っ
て
盛
大
 

な
祭
式
が
行
な
わ
れ
た
。
当
時
 

の
小
倉
に
は
天
守
堂
が
ニ
カ
所
 

も
あ
り
、
宣
教
師
も
十
人
、
信
 

者
二
千
人
以
上
で
、
全
国
有
数
 

の
キ
リ
ス
ト
教
の
街
で
あ
っ
た
 

と
い
わ
れ
る
。
 

神
父
セ
ス
ペ
デ
ス
が
病
没
す
 

(2
) 

る
や
、
幕
府
の
禁
教
に
そ
っ
て
 

信
者
の
弾
圧
が
始
ま
る
。
 

忠
興
自
ら
、
信
者
に
説
得
と
 

極
刑
を
も
っ
て
接
し
、
改
宗
を
 

迫
る
。
そ
の
結
果
、
改
宗
者
は
 

小
倉
で
五
三
四
人
、
豊
前
国
で
 

は
二
〇
四
七
人
に
も
及
ぶ
と
い
 

・つ。 
又
一
方
で
は
、
礼
拝
堂
を
焼
 

き
改
宗
に
応
じ
な
い
信
者
に
は
 

水
ぜ
め
や
両
足
を
く
く
っ
て
逆
 

つ
り
等
の
極
刑
を
科
す
よ
う
に
 

な
る
。
こ
の
よ
う
な
苛
酷
な
弾
 

圧
は
小
倉
藩
の
み
で
な
く
、
全
 

国
各
地
に
広
ま
り
、
キ
リ
シ
タ
 

ン
弾
圧
は
将
軍
へ
の
忠
誠
と
考
 

え
ら
れ
て
い
た
。
続
く
 

（記 

植
田
）
 

青
年
海
外
協
力
隊
 

平
成
5
年
度
春
の
募
集
に
つ
い
て
 

青
年
海
外
協
力
隊
員
を
募
集
 

し
ま
す
。
 

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
、
情
 

熱
を
開
発
途
上
国
の
人
々
の
た
 

め
に
活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

派
遣
の
シ
ス
テ
ム
や
待
遇
等
 

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。
 

ま
た
、
協
力
隊
広
報
映
画
の
上
 

映
や
隊
員
O
B
、
〇
G

の
体
験
 

発
表
も
あ
り
ま
す
。
入
場
料
、
 

予
約
等
は
一
切
不
要
で
す
。
 

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

y
応
募
資
格
 

20 

歳
か
ら
 39 

歳
 

ま
で
 

v
募
集
期
間
 
平
成
5
年
4
月
 

15 

日
困
5
5
月
 31 

日
月
 

（
願
書
締
切
5
月
 31 

日） 

▼
説
明
会
の
日
時
及
び
場
所
 

・
4

月
 30 

日
（
金
）
 

5
月
 24 

日
（
月
）
 

福
岡
天
神
ビ
ル
 

11 

F
 10 

号
ホ
ー
ル
 

（
福
岡
市
中
央
区
天
神
 

2
1
 
12
 

、
1
)
 

・
4
月
 22 

日
（
木
）
 

小
倉
K
M
M

ビ
ル
 

4
F
第
4
会
議
室
 

（
北
九
州
市
小
倉
北
区
 

広口壷内納入の木製十字架 

浅
野
2
1
 14 

1
1
) 

・
5
月
 11 

日
（
火
）
 

北
九
州
オ
リ
オ
ン
プ
ラ
ザ
 

4
F
 

（
北
九
州
市
八
幡
西
区
 

鷹
見
町
 13 

ー
 10 

、
J
 

R
折
尾
駅
正
面
）
 

・
4
月
 26 

日
（
月
）
 

5
月
 20 

日
（
木
）
 

久
留
米
ハ
イ
ネ
ス
ホ
テ
ル
 

5
F
千
歳
の
間
 

（
久
留
米
市
天
神
1
、
 

6
) 

※
い
ず
れ
の
会
場
も
 18 

時
 30 

分
か
ら
 21 

時
ま
で
 

▼
間
い
合
わ
せ
先
 

・ 
24 

時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド
 

o
国
際
協
力
事
業
団
九
州
支
部
 

皿
0
9
2
4
1
3
6
2
1
1
 

o
国
際
協
力
事
業
団
関
西
支
部
 

皿
0
6
3
4
7
7
2
7
2
 

o
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局
 

皿
0
3
3
7
9
7
7
2
7
2
 

・
国
際
協
力
事
業
団
九
州
支
部
 

n
o
9
2
4
5
1
3
3
8
0
 

・
福
岡
県
企
画
振
興
部
国
際
交
 

流
課
 
皿
0
9
2
1
6
5
1
ー
 

‘
ー
‘
ー
‘
ー
‘
1
 

内
線
2
4
7
3
 

奮え’こ”’'zMM賢”’m''zMベョ’'"M式zべ”’'z'mK究’'z式z式z'mKz式z式ン尽z式ン’''z'‘加‘z式 

●
 
し
尿
収
集
料
金
改
定
の
お
願
い
 

し
尿
収
集
業
務
に
つ
き
ま
し
 

て
は
、
平
素
よ
り
皆
様
方
の
御
 

協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

．
 

●
 

●
 

●
 

●
 

・
 

か
ね
て
よ
り
し
尿
汲
取
料
金
 

に
つ
い
て
は
、
田
川
地
区
環
境
 

整
備
事
業
共
同
組
合
よ
り
、
諸
 

経
費
の
増
加
に
伴
う
料
金
改
定
 

の
陳
情
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
 

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
公
 

共
料
金
の
値
上
げ
は
町
民
の
皆
 

様
の
家
計
に
出
来
る
だ
け
負
担
 

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
業
者
 

側
と
再
三
協
議
検
討
を
重
ね
て
 

参
り
ま
し
た
が
、
原
価
計
算
に
 

よ
る
諸
物
価
、
人
件
費
等
の
上
 

昇
等
考
慮
し
、
田
川
郡
町
村
長
 

会
に
お
き
ま
し
て
も
、
現
行
料
 

金
の
改
定
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
 

質 
K 
K 
K 
K 
K 
K 
K 
K 
K 

同上短刀片 K 

加mK",m式；心m式二心‘ンり式ニ心‘z式；り，m式ニで愚 

と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
 

町
民
の
皆
様
に
は
何
か
と
出
 

費
の
か
さ
む
こ
と
と
存
じ
ま
す
 

が
、
左
記
表
の
通
り
平
成
五
年
 

六
月
一
日
よ
り
料
金
の
改
定
と
 

な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
 

協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

す。 
●
過
去
か
ら
現
在
に
お
け
る
料
 

金
改
定
の
推
移
 

昭和58年 300 

昭和59年 300 

60年8月 320 

平成元年 

4月 

330 

難円 
2年5月 360 

5年6月 400 

油
金
額
は
、
 

一
荷
（
 36 

l
）
当
 

り
の
単
価
で
す
。
 

ま
か
せ
て
安
心
（
・
 

田
川
地
区
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
 

◇
ど
ん
な
仕
事
で
も
、
お
気
軽
 

に
ご
相
談
下
さ
い
。
仕
事
の
 

内
容
、
条
件
等
に
つ
い
て
は
、
 

ご
相
談
の
上
契
約
を
い
た
し
 

ま
す
。
 

率
会
員
の
募
集
 

お
お
む
ね
 60 

歳
以
上
で
、
働
 

く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
な
 

ら
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
 

ま
す
。
 

※
仕
事
の
依
頼
、
会
員
の
申
し
 

込
み
は
社
団
法
人
田
川
地
区
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
 

（
電
話
）
4
4
ー
 

(x
)(uJ

（ソ〕にJ 

●
『
労
金
』
も
口
座
振
替
が
 

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
 

お
忙
し
い
あ
な
た
に
大
変
便
 

利
な
、
町
税
・
国
民
健
康
保
険
 

税
の
ロ
座
振
替
は
4
月
か
ら
ス
 

タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
申
し
込
み
 

さ
れ
る
方
が
多
く
大
変
好
評
で
 

す。 対
象
金
融
機
関
を
福
岡
銀
行
・
 

西
日
本
銀
行
・
田
川
信
用
金
庫
・
 

第
3
回
総
流
派
空
手
道
選
手
権
大
会
 

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
 

去
る
三
月
十
四
日
、
第
三
回
 

総
流
派
空
手
道
選
手
権
大
会
（
 

拳
成
館
主
催
、
方
城
町
平
塚
）
 

が
、
田
川
市
こ
が
ね
ケ
丘
の
市
 

総
合
体
育
館
で
県
内
外
か
ら
 22 

団
体
、
幼
年
か
ら
一
般
ま
で
m
 

人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
 

型
・
古
武
道
・
組
み
手
団
体
、
 

組
み
手
個
人
の
三
部
門
で
熱
戦
 

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
 

主
催
の
拳
成
館
か
ら
は
、
今
 

年
も
多
く
の
優
勝
者
、
上
位
入
 

賞
者
が
出
て
日
頃
の
鍛
練
の
成
 

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
結
果
は
 

次
の
と
お
り
で
す
。
 

入
型
・
古
武
道
V
 

小
学
校
低
学
年
の
部
 

』 

本
町
上
弁
城
出
身
の
永
末
千
 

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
と
と
も
 

準
優
勝
 

済
城
 
陽
祐
 

小
学
校
高
学
年
の
部
 

優
 
勝
 

奈
木
野
誠
一
一
 

中
学
生
の
部
 

優
 
勝
 

奈
木
野
功
輔
 

準
優
勝
 

小
林
 
伸
也
 

入
組
み
手
団
体
戦
V
 

優
 
勝
 

拳
 
成
 
館
 

入
組
み
手
個
人
戦
V
 

幼
年
の
部
 

優
 
勝
 

石
田
 

康
真
 

準
優
勝
 

仲
島
 

一
道
 

三
 

位
 

高
浪
 
祐
輔
 

小
学
一
年
生
の
部
 

準
優
勝
 

石
橋
 
知
倫
 

小
学
二
年
生
の
部
 

三
 

位
 

松
島
 
誠
信
 

小
学
三
年
生
の
部
 

三
 

位
 

石
橋
 
卓
也
 

ク 

林
田
 

達
朗
 

『
 

田
川
農
協
・
郵
便
局
と
指
定
し
 

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
さ
ら
 

に
労
働
金
庫
を
も
加
入
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
 

「労 

金
」
の
口
座
を
お
持
ち
の
方
は
 

申
し
込
め
ま
す
の
で
ご
利
用
下
 

さ
い
。
 

小
学
四
年
生
の
部
 

優
 
勝
 

中
山
 
大
樹
 

三
 

位
 

中
山
 
仁
也
 

ク 

中
村
 

努
 

小
学
五
年
生
の
部
 

優
 
勝
 

田
口
 

敬
司
 

準
優
勝
 

仲
島
 
歳
道
 

三
 

位
 

日
永
田
憲
章
 

中
学
軽
量
級
の
部
 

優
 
勝
 

小
林
 
伸
也
 

準
優
勝
 

奈
木
野
功
輔
 

中
学
重
量
級
の
部
 

優
 
勝
 

仲
村
 

道
頼
 

三
 

位
 

一一場 

博
紀
 

11 
1

1

‘
ー
，
・
ー
 

ー

，

ー

 

ー

，

ー

 

ー

，

,

'

‘

ー

，

ー

 

1

1

1

1

.

I

‘ー 

新
学
期
を
迎
え
、
希
望
に
胸
 

を
燃
や
し
て
い
る
諸
君
／
 

空
手
道
で
、
心
と
か
ら
だ
を
 

鍛
え
ま
せ
ん
か
？
 

入
門
は
随
時
受
付
中
 

実
戦
空
手
古
武
道
 
拳
成
館
 

（
館
長
 

山
口
）
 

電
話
 

22 
ー
に
J
a
v
n
）にJ 

2
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町
立
図
書
館
へ
図
書
の
寄
贈
 

上
弁
城
出
身
 
永
末
千
里
氏
よ
り
 

一 
里
氏
（
新
宮
町
在
住
）
の
特
別
 

『 
攻
撃
隊
記
録
を
著
し
た
「
神
風
 

） 

は
吹
か
ず
」
を
方
城
町
立
図
書
 

〈 
館
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
の
 

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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お 

知 
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せ 

図
平
成
五
年
度
危
険
物
取
扱
者
の
 

試
験
と
準
備
講
習
会
 

危
険
物
取
扱
者
の
試
験
と
準
 

備
講
習
会
を
次
の
と
お
り
行
い
 

ま
す
。
 

★
試
 
験
★
 

・
と
き
 

平
成
5
年
6
月
 20 

日
 

（日） 

・
と
こ
ろ
 

近
畿
大
学
九
州
工
 

学
部
 

※
試
験
種
類
 

乙
種
第
一
、
二
、
三
、
四
類
 

及
び
丙
種
 

▼
準
備
講
習
会
 

・
と
き
 

平
成
5
年
6
月
 13 

日
 

（日） 

・
と
こ
ろ
 

田
川
地
区
消
防
本
 

部
 

（
社
田
川
地
区
防
災
協
会
主
催
）
 

▼
受
 

付
 

試
験
及
び
準
備
講
習
会
の
受
 

付
 

平
成
5
年
4

月
 26 

日
 

（
月
）
、
5
月
 11 

日
（
火
）
 

※
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
、
 

祭
日
は
除
く
。
 

マ
問
い
合
わ
せ
先
 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
 

危
険
物
係
 

（
田
川
市
大
字
川
宮
一
五
七
 

〇
番
地
、
皿
 44 

1
0
6
5
0
) 

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

蕊

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

ミ

鳶

繊

ミ

 

憂
珠
算
及
び
簿
記
検
定
試
験
の
ご
案
内
 

田
川
商
工
会
議
所
 

商
工
会
議
所
主
催
、
第
 78 

回
 

簿
記
検
定
試
験
及
び
第
邸
回
珠
 

算
能
力
検
定
試
験
を
左
記
の
要
 

領
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
 

入
簿
記
検
定
試
験
V
 

▼
日
 

時
 

平
成
5
年
6
月
 13 

日
（
日
）
 

1

・
3
級
→
午
前
9
時
開
始
 

2

・
4
級
→
午
後
1
時
開
始
 

マ
場
 

所
 

福
智
高
等
学
校
 

マ
受
験
料
 

1
級
 

5
、
0
0
0
円
 

2
級
 

3
、 

3
級
 

2
、 

4
級
 

1
、 

0
0
0

円
 

0
0
0
円
 

5
0
0
円
 

マ
申
込
期
間
 

平
成
5
年
4
月
 19 

日
 

5
5
月
 12 

日
（
水
）
 

（月） 

入
珠
算
能
力
検
定
試
験
V
 

マ
日
 

時
 

平
成
5
年
6
月
 27 

日
（
日
）
 

（
時
間
は
受
験
人
数
に
よ
っ
 

て
編
成
致
し
ま
す
）
 

▼
場
 

所
 

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
 

（
田
川
市
平
松
町
3
1
 26 

皿
 44 

1
6
4
7
0
) 

マ
受
験
料
 

珠
算
1
級
…
2
、 

2
級
…
1
、 

3
級
…
1
、 

4
1
6
級
 

7
5
 10 

級
 

0
0
0
円
 

5
0
0
円
 

3
0
0

円
 

9
0
0

円
 

8
0
0
円
 

暗
算
1
1
6
級
…
8
0
0
円
 

▼
申
込
期
間
 

平
成
5
年
5
月
 17 

日
（
月
）
 

5
6
月
4

日
（
金
）
 

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
田
 

川
商
工
会
議
所
ま
で
お
問
い
 

合
わ
せ
下
さ
い
。
 

◇
電
 
話
◇
 

44 
ー
ハ
く
u

】1

に
J
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広 報 

ほうじよう 
(172号） 

印 編 発 

刷 集 行 

日総方 

光 
城 

務町 
印 

役 

刷課場 

★
少
年
を
暴
力
団
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
ク
 

警
察
で
は
、
 

〇
暴
力
団
に
加
入
し
て
い
る
少
 

年
た
ち
を
、
暴
力
団
か
ら
脱
 

退
さ
せ
る
。
 

〇
少
年
た
ち
が
、
暴
力
団
に
入
 

ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

た
め
に
、
 

「
少
年
を
暴
力
団
か
 

ら
守
る
運
動
」
を
推
進
中
で
す
。
 

※
暴
力
団
と
子
供
さ
ん
の
こ
と
 

で
お
悩
み
の
方
は
、
最
寄
り
 

の
警
察
署
へ
お
気
軽
に
ご
相
 

談
下
さ
い
。
 

※
次
の
よ
う
な
こ
と
を
お
聞
き
 

の
と
き
は
、
近
く
の
警
察
署
 

ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 

・
子
供
が
暴
力
団
に
入
る
よ
 

う
に
誘
わ
れ
て
い
る
。
 

・
子
供
を
暴
力
団
か
ら
脱
退
 

さ
せ
た
い
。
 

・
暴
力
団
か
ら
被
害
を
受
け
 

て
い
る
。
 

闘
福
岡
県
弁
護
士
会
 

飯
塚
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ
い
て
 

福
岡
県
弁
護
士
会
・
飯
塚
法
 

律
相
談
セ
ン
タ
ー
が
4
月
1

日
 

か
ら
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

相
談
日
 
毎
週
月
ー
金
曜
日
 

（
祝
日
は
除
く
）
 

午
後
1
時
、
4
時
 

相
談
内
容
 
金
銭
貸
借
・
土
地
 

建
物
・
離
婚
・
相
続
・
交
通
 

事
故
・
サ
ラ
金
・
悪
徳
商
法
・
 

刑
事
事
件
な
ど
あ
ら
ゆ
る
法
 

律
問
題
の
相
談
 

費
用
 

30 

分
程
度
5
、
0
0
0

円
 

（
生
活
に
お
困
り
の
人
に
は
、
 

無
料
制
度
あ
り
）
 

予
約
受
付
 
午
前
 10 

時
ー
午
後
 

4
時
 

皿
0
3
4
8

・ 
28 

・ 

［I
・
に
J

に
J

に
u
 

平
成
五
年
四
月
二
十
日
発
行
 


